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薬剤プププレレレミミミッッックククスススキキキッッットトト
2015年度以降のののマママルルルチチチプププロロロ 5800タタターーーフフフスススプププレレレーーーヤヤヤ用
モモモデデデルルル番号 41622—シシシリリリアアアルルル番号 418500000 以上

取りりり付けけけ要領

このキットは、集約的で高度な管理を受けている公
園、ゴルフ場、スポーツフィールドその他の芝生におい
て、薬剤を散布するにあたっての薬剤の混和を補助す
ることを主たる目的として製造されております。このキッ
トは、芝生に液剤を散布するための専用装置のため
の補助装置アタッチメントであり、そのような業務に従
事するプロのオペレータが運転操作することを前提と
して製造されています。

この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解してください。オペレータや周囲の人の人身事
故や製品の損傷を防ぐ上で大切な情報が記載されてい
ます。製品の設計製造、特に安全性には常に最大の
注意を払っておりますが、この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社のウェブサイトwww.Toro.comで、製品の安全な取
扱いや運転に関する講習資料、アクセサリ情報の閲
覧、代理店についての情報閲覧、お買い上げ製品の
登録などを行っていただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分からな
いことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサービス
におたずねください。お問い合わせの際には、必ず製
品のモデル番号とシリアル番号をお知らせください。
図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の取
り付け位置を示します。
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図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番号

シシシリリリアアアルルル番号

安全にににつつついいいててて
この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注はその
他の注意点を表しています。

© 2025—The Toro® Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420

製品の登録は www.Toro.com. この文書は翻訳です。 (JA)
Printed in the USA

禁無断転載 *3481-158* 



警告
こここののの散布装置ででで取りりり扱ううう農薬ははは人体ややや動植物、土
壌なななどどどににに危険ををを及ぼぼぼすすす可能性がががあああるるるのののででで取りりり扱いいい
にににははは十分注意すすするるるこここととと。
• 自分自身ののの安全ををを守るるるたたためめめににに、農薬ををを取りりり扱ううう
前ににに、容器ににに張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安全デデデーーータタタ
シシシーーートトトMSDSなななどどど取りりり扱いいい上ののの注意をををよよよくくく読んんん
ででで理解ししし、薬剤メメメーーーカカカーーーののの指示ををを守るるる。たたたとととえええ
ばばば、保護マママスススクククとととめめめがががねねねゴゴゴグググルルル、手袋なななどどど、
薬剤とととののの接触ををを防止ししし危険かかかららら身ををを守るるるここことととののの
ででできききるるる適切ななな保護対策ををを講じじじるるる。

• 散布すすするるる薬剤ははは一種類とととははは限らららななないいいのののででで、取りりり
扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬剤ににに関しししててて注意事項ををを
必ずずず確認すすするるる。

• 上記安全確保ににに必要ななな情報ががが手ににに入らららななないいい場
合にににははは、こここののの装置ののの運転ををを拒否すすするるるこここととと

• 散布装置ののの取りりり扱いいいををを開始すすするるるまままえええににに、そそそののの
装置ををを前回使用しししたたたあああとととににに薬剤メメメーーーカカカーーーののの指示
ににに従っっっててて3回のののすすすすすすぎぎぎ洗いいいややや必要ななな中和処理ががが
行わわわれれれたたたかかかををを確認すすするるるこここととと。

• 十分ななな量ののの水ととと石鹸ををを身近ににに常備ししし、薬剤
ががが皮膚ににに直接触れれれたたた場合にににははは、直ちちちににに洗いいい
流すすすこここととと。

安全ラララベベベルルルととと指示ラララベベベルルル
セーフティラベルや指示は危険な個所のオペレーターから見やすい部分に貼付してあります。破
損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼り直してください。

decal93-6674

93-6674

1. 手を挟まれる危険 整備作業前にマニュアルを読むこと。

decal119-4988

119-4988

1. ロック 2. ロック解除

2
 



取りりり付けけけ
付属部品
すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手順 内容 数量 用途

1 必要なパーツはありません。 – キット取り付けの準備。

エダクタバルブのブラケット他のキットと
共に既に取り付け済みの場合があります 1

フランジヘッドボルト5/16 x ¾" 2
フランジロックナット5/16" 2
ワッシャ5/16" 2
エダクタバルブアセンブリ 1
フランジナット¼" 2
攪拌バイパスホースアセンブリ25 x
305mm2023年モデル以前 1

圧力解放ホース 1

2

給液ホースアセンブリ 1

エダクタバルブとホースを取り付けます。

エダクタマウント 1
フランジロックナット5/16" 1
バックプレート･アセンブリ 1
右クレードルアーム 1
左クレードルアーム 1
ブッシュ 2
ピボットピン 2
ジャムナット⅜" 2
ハンドル 2
ボルト⅜ x 1¼" 2
固定ねじ 2
ヘアピン 2

3

平ワッシャ 2

フレームを組み立てます。

4 スプリング 2 ラッチ関連部材を取り付けます。
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手順 内容 数量 用途

ハンドル 1
ソケットヘッドねじ #10-24 x ½" 2
ラッチポスト 1
スプリングクリップ 1
ボルト#10-24 x ½" 2
ロックナット(#10-24) 2
エダクタ 1
フランジヘッドボルト5/16 x ¾" 2
フランジロックナット5/16" 2
ラッチハンドル 1
ボルト⅜ x 1" 4
フランジ付き鋸歯ナット⅜" 4
T字フィッティングとドレンバルブ 1
ガスケット 1

5

フランジクランプ 1

エダクタを取り付ける。

バルクヘッドフィッティング 1
シール 1
ロックリング 1
キャリッジボルト5/16" x 1" 1
エダクタホースアセンブリ 1
フランジロックナット5/16" 1
リテーナ 1
R クランプ5/16 インチ 1
ガスケット 1

6

フランジクランプ 1

前ホースを取り付ける。

エダクタの給液ホース 1
フランジクランプ 1
ガスケット 17
リテーナ 1

給液ホースを取り付ける。

注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
キキキッッットトト取りりり付けけけののの準備

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
1. スプレーヤを洗浄するオペレーターズマニュアル

の「スプレーヤの洗浄」を参照。

2. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エ
ンジンを停止させてキーを抜き取る オペレーター
ズマニュアルを参照。
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2
エエエダダダクククタタタバババルルルブブブととと給液ホホホーーーススス
ををを取りりり付けけけるるる
こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 エダクタバルブのブラケット他のキットと共に既に取り付
け済みの場合があります

2 フランジヘッドボルト5/16 x ¾"

2 フランジロックナット5/16"

2 ワッシャ5/16"

1 エダクタバルブアセンブリ

2 フランジナット¼"

1 攪拌バイパスホースアセンブリ25 x 305mm2023年
モデル以前

1 圧力解放ホース

1 給液ホースアセンブリ

ホホホーーースススををを取りりり外すすす
1. 車体の後部に行き、バルブ取り付けブラケット

を探し出す。
2. 図 3のように3本のホースを取り外す。
注 2024年モデル以降の機種では、撹拌バイパ
スホースを取り外さないでください。

注ホースは廃棄してください。ホースクランプ、ガ
スケット、リテーナはブラケットとエダクタバルブア
センブリを取り付ける (ページ 6)、攪拌バイパス
ホースを取り付ける (ページ 7)、圧力解放ホース
アセンブリを取り付ける (ページ 7)で使用します。

g565121

図 3

1. 2024年モデル以降は取り外さないでください

圧力解放バババルルルブブブととと上側T字フフフィィィッッッテテティィィンンン
グググののの位置ををを変更すすするるる
1. 圧力解放バルブをスプレーヤのポンプのT字フィッ

ティングに固定しているリテーナを外して解放バル
ブリリーフバルブを取り外す 図 4。

g031627

図 4

1. リテーナ 4. 圧力解放バルブの向きを
変更する

2. T字フィッティング 5. 下
3. 圧力解放バルブ

2. 図 4に示すように、圧力解放バルブを回して向き
を変更する。

注 バルブの吐出口を後ろに向けてください。

3. 圧力解放バルブを、T字フィッティングの上部に
取り付け、一番奥まで完全に押し込む図 4。

4. ステップ 1 で取り外したリテーナを使って、圧力
解放バルブをT字フィッティングに固定する。

5. 上側T字フィッティングを右まわりに 45°程度回転
させる図 5。
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g204682

図 5

1. 上側字フィッティング 2. 下側T字フィッティング

ブブブラララケケケッッットトトとととエエエダダダクククタタタバババルルルブブブアアアセセセンンンブブブリリリ
ををを取りりり付けけけるるる
1. バルブマウントブラケットをバルブサポートの正面

に組み付ける図 7フランジヘッドボルト5/16 x 3/4
インチ4本、フランジロックナット5/16 インチ4枚、
ワッシャ5/16インチ4個を使用する。

g565120

図 6
2023年モデル以前

g204705

図 7
2024年モデル以降

1. フランジロックナット5/16 イ
ンチ

4. バルブサポート

2. ワッシャ5/16 インチ 5. フランジヘッドボルト5/16 x
3/4 インチ

3. バルブマウントブラケット

2. エダクタバルブのリデューサアダプタのフランジ
を、圧力フィルタヘッドのフランジ図 8に合わせ、
ステップ2 ホースを取り外す (ページ 5)で外した
ガスケットを間に挟む。

g204708

図 8

1. フランジロックナット1/4 イ
ンチ

5. 縮径アダプタ

2. バルブマウントブラケット 6. ガスケット

3. フランジ圧力フィルタのヘッ
ド

7. フランジクランプ

4. スタッドエダクタバルブ
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3. 圧力フィルタヘッドのスタッドを、バルブマウントブ
ラケットの穴に合わせる 図 8。

4. リデューサアダプタのフランジを、圧力フィルタ
ヘッドのフランジ図 8に組み付け、ステップ2 ホー
スを取り外す (ページ 5)で外したフランジクランプ
で固定する。

5. エダクタバルブをバルブマウント上部固定するフラ
ンジロックナット1/4インチ2個を使い、101767N·m
1.01.3kg.m = 90110in-lb にトルク締めする。

6. フランジクランプを手締めする。

攪拌バババイイイパパパスススホホホーーースススををを取りりり付けけけるるる
2023年モモモデデデルルル以前
1. 新しい攪拌バイパスホースアセンブリのバーブ付

き90°フィッティングを、上側T字フィッティングの
空いているポートに整列させて90°フィッティングを
T字フィッティングの奥まで完全に入れる図 9。

g206975

図 9

1. リテーナ 6. 90度バーブフィッティング
2. ポート上側字フィッティング 7. ホース25 x 305mm攪拌バ

イパスホースアセンブリ

3. 上側給液ホース液剤タンク 8. フランジ付きストレートフィッ
ティング

4. ガスケット 9. フランジクランプ

5. フランジ攪拌バルブ

2. バーブ付き 90° フィッティングを、リテーナ付きT
字フィッティング図 9 ステップ2 ホースを取り外す
(ページ 5)で外したものに固定する。

3. 新しい攪拌バイパスホースアセンブリのフランジ
付きストレートフィッティングとガスケットを、バイ
パスバルブのフランジに合わせる図 9。

4. フランジクランプ図 9ステップ2 ホースを取り外す
(ページ 5)で外したものを使って、フランジ付きス
トレートフィッティングとガスケットを固定する。

圧力解放ホホホーーースススアアアセセセンンンブブブリリリををを取りりり付
けけけるるる
1. 圧力解放ホースアセンブリの90°フィッティング

を、圧力解放バルブの下にある開いているポート
に整列させ、90°フィッティングをポートの奥まで
完全に入れる図 10。

g206976

図 10

1. 上側T字フィッティング圧力
解放バルブの下側

4. 下側T字フィッティング

2. リテーナ 5. 90°鋸歯フィッティング (
3. 上側字フィッティング 6. 圧力解放ホース

2. 90° リテーナ付きT字フィッティング図 10ステップ2
ホースを取り外す (ページ 5)で外したもの。

3. 圧力解放ホースアセンブリのもう一方の90°フィッ
ティングを、下側T字フィッティングバルブマウント
に固定の空いているポートに整列させ、90°フィッ
ティングをポートの奥まで完全に入れる図 10。

4. 90° フィッティングを上側T字フィッティングに固定
する図 10ステップ2 ホースを取り外す (ページ
5)で外したリテーナを使用する。

給液ホホホーーースススアアアセセセンンンブブブリリリををを取りりり付けけけるるる
1. 圧力解放ホースアセンブリのもう一方の90°フィッ

ティングを、下側T字フィッティングバルブマウント
に固定の空いているポートに整列させ、90°フィッ
ティングをポートの奥まで完全に入れる図 11。
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g031669

図 11

1. 下側T字フィッティング液剤
ポンプ

3. 90°鋸歯フィッティング

2. リテーナ 4. 給液ホースアセンブリ

2. 90° フィッティングをポンプのT字フィッティングに
固定する図 11ステップ1 圧力解放バルブと上側T
字フィッティングの位置を変更する (ページ 5)で外
したリテーナを使用する。

3. 圧力側ホースアセンブリのバーブ付きストレート
フィッティングを、エダクタバルブの底部ポートに
整列させて、ストレートフィッティングをバルブの
奥まで完全に入れる図 12。

g204731

図 12

1. エダクタバルブ 3. 給液ホースアセンブリ
2. リテーナ

4. リテーナを使って、バーブ付きストレートフィッティ
ングをエダクタバルブ図 10に固定する。
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3
フフフレレレーーームムムををを組みみみ立てててるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 エダクタマウント

1 フランジロックナット5/16"

1 バックプレート･アセンブリ

1 右クレードルアーム

1 左クレードルアーム

2 ブッシュ

2 ピボットピン

2 ジャムナット⅜"

2 ハンドル

2 ボルト⅜ x 1¼"

2 固定ねじ

2 ヘアピン

2 平ワッシャ

タタタンンンクククにににサササポポポーーートトトフフフレレレーーームムムををを取りりり付けけけるるる
1. タンクのふたのストップを液剤タンクの後部固定

ベルトのキャリッジボルト2本に固定しているフ
ランジロックナット2本を外してタンクのふたのス
トップを取り外す図 13。

注 タンクのふたのストップとフランジナットは捨て
ないでください。

g204770

図 13

1. タンクのふたのストップ 3. キャリッジボルト

2. フランジロックナット

2. 図 14のように、エダクタマウントのスロットを、
タンク後部の固定ベルトの下側の2本のキャリッ
ジボルトに合わせる。

g204768

図 14

1. スロットエダクタマウント) 3. キャリッジボルト

2. フランジロックナット5/16 イ
ンチ

3. 下側キャリッジボルトにフランジロックナット5/16
インチを仮止めする図 14。

4. ステップ1で外したタンクのふたのストップとフラ
ンジロックナット2個を、上側キャリッジボルト2
本に取り付ける図 15。

g204769

図 15

1. フランジロックナット5/16 イ
ンチ

3. タンクのふたのストップ

2. キャリッジボルト 4. エダクタマウント

5. フランジロックナット3個を、19.7825.42N·m
2.02.6kg.m = 175225in-lbにトルク締めする。
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クククレレレーーードドドルルルアアアーーームムムののの準備ををを行ううう
1. クレードルアームの上側の穴にピボットピンを通

す 図 16。

g028600

図 16

1. クレードルアーム左 5. ジャムナット⅜"
2. ボルト⅜ x 1¼" 6. ハンドル

3. 上側の穴 クレードルアー
ム左

7. 下側の穴 クレードルアー
ム左

4. ピボットピン

2. ボルト ⅜ x 1¼" のねじ山にロッキングコンパウン
ド取り外し可能タイプを塗りつける。

3. ボルト ⅜ x 1¼" をクレードルアームの下側の穴か
ら、ピボットピン図 16のリテーナに通し、ジャム
ナット ⅜" を取り付けて15-17 N·m (1.5-1.8 kg.m
= 11-13 ft-lb)にトルク締めする。

4. ボルト ⅜ x 1¼" にハンドルを取り付け、ハンドル
をジャムナットに締め付けてハンドルを手締め
する 図 16。

5. もう一方のクレードルアームにも上記 1 - 4の作
業を行う 図 16。

クククレレレーーードドドルルルアアアーーームムムをををサササポポポーーートトトフフフレレレーーームムム
ににに組みみみ付けけけるるる
1. メインサポートフレームのピボットチューブのそれ

ぞれの端部にフランジ付きブッシュ内径 3/4 イ
ンチを入れる 図 17。

g206977

図 17

1. 上側ピボットピン 1/2 インチ 6. クレードルアーム左
2. フランジブッシュ内径1/2 イ

ンチ
7. ハブ 左クレードルアーム

3. ハブ バックプレート左と右 8. フランジブッシュ内径3/4 イ
ンチ

4. ワッシャ1/2 インチ 9. ピボットチューブ メインサ
ポートフレーム

5. ヘアピン 10. 下側ピボットピン 3/4 イン
チ右クレードルアーム

2. バックプレートの左右のハブにフランジ付きブッ
シュ内径 1/2 インチを入れる 図 17。

注 各ブッシュのフランジを、ハブの外側に合わ
せてください。

3. 右クレードルアームの下側ピボットピンを、ピボッ
トチューブの右側からピボットに通して組み付け
る 図 17。

注 アームの上側ピボットピンを、バックプレート
の右側ハブに整列させる。

4. 右クレードルアームの上側ピボットピンを、バック
プレートの右側ハブに組み付ける 図 17。

5. 上側ピボットピンをバックプレートに固定する;ワッ
シャ 1/2 インチ とヘアピンを使用する 図 17。

6. 左クレードルアームのハブを、ピボットチューブの
左側フランジブッシュから突き出ている右クレー
ドルアームの下側ピボットピンの端部に組み付
ける 図 17。

注 アームの上側ピボットピンを、バックプレート
の左側ハブに整列させる。

7. 左クレードルアームの上側ピボットピンを、バック
プレートの左側ハブに組み付ける 図 17。
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8. 左クレードルアームの上側ピボットピンをバック
プレートに固定するワッシャ 1/2 インチ とヘアピ
ンを使用する 図 17。

9. 左アームの下側ヒンジ部に固定ねじ2本を取り付
ける図 18。

注 後でクレードル・システムの調整を行うので、
固定ねじは本締めしないでください。

g013929

図 18

1. クレードルアーム左 3. 固定ねじ
2. ピボットチューブ 4. クレードルアームの穴

4
ラララッッッチチチ関連部材ををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

2 スプリング

スススプププリリリンンングググををを取りりり付けけけるるる
1. フレームアセンブリの側面にあるアングルタブ

の下端についている穴にスプリングを取り付け
る図 19。

g013931

図 19

1. アングルタブ 4. 柱
2. タブの穴 5. 溝
3. スプリング

2. スプリングの一方の端を穴に引っ掛け、もう一方
の端をスプリングポストに引っ掛ける図 19。

3. スプリングの端部が柱の溝に適切にはまっている
ことを確認する図 19。

4. 反対側にも、ステップ13の作業を行う。
5. 左アームの固定ねじを本締めする。

トトトンンングググののの位置ををを調整すすするるる
クレードルアセンブリを上の「移動」位置に動かしてト
ングの調整を行う。

1. ハンドル部を持ってアセンブリを持ち上げながら
少しタンク側に倒す。

2. クロス・バーの下にトングを通す溶接されているタ
ブがフレーム・アセンブリの上部にくるように。

3. アセンブリをタンク側に倒す。

4. プラスチック製のストップがスプリングのタブに接
触していることを確認し、クレードルのバックプ
レート・アセンブリに力をかけて、スプリングタブを
途中まで縮める図 20
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g013932

図 20

1. スプリングタブ押された状態 3. スプリングタブ

2. バックブレート

5. バックプレートへの圧力を保持したまま、トングを
手前にスライドさせてトングプレートのリップをク
ロスバーに接触させる図 21。

g013933

図 21

1. トングプレートのリップ 3. プレートのスリット

2. 締結具 4. 溶接されたタブ

6. トングの締結具を締めて固定し、固定が完了した
らバックプレートにかけていた力を抜く。

注 クレードルにガタがあるかどうかをチェックして
ください。フレーム・アセンブリにガタなく、適正
に保持されていれば問題ありません。エダクタを
ロック位置に取り付けたあとでもういちどこの調整
を行ってロック位置の調整を行うことができます。

5
エエエダダダクククタタタををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

2 ソケットヘッドねじ #10-24 x ½"

1 ラッチポスト

1 スプリングクリップ

2 ボルト#10-24 x ½"

2 ロックナット(#10-24)

1 エダクタ

2 フランジヘッドボルト5/16 x ¾"

2 フランジロックナット5/16"

1 ラッチハンドル

4 ボルト⅜ x 1"

4 フランジ付き鋸歯ナット⅜"

1 T字フィッティングとドレンバルブ

1 ガスケット

1 フランジクランプ

エエエダダダクククタタタのののハハハンンンドドドルルルををを組みみみ付けけけるるる
注 ラッチハンドルとラッチポストはエダクタのハンドルの
左右どちらの側にでも取り付けられます。

1. エダクタのハンドルにラッチポストを組み付ける
図 22 ソケットヘッドねじ #10-24 x 1/2 インチ 2本
を使用する。
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g028604

図 22

1. ラッチポスト 7. スプリングクリップ

2. ソケットヘッドねじ #10-24
x 1/2 インチ

8. ボルト#10-24 x 1/2 インチ

3. エダクタのハンドル 9. フランジヘッドボルト5/16 x
3/4 インチ

4. エダクタアセンブリ 10. ロックナット(#10-24)
5. フランジロックナット 11. ラッチハンドル

6. 取り付けプレート エダクタ

2. ラッチハンドルにスプリングクリップを取り付ける
図 22 ボルト #10-24 x 1/2 インチ 2本とロックナッ
ト #10-24 2個を使用する。

3. ハンドルをエダクタの取り付けプレートに組み付け
る 図 22 フランジヘッドボルト 5/16 x 3/4 インチ 2
本とフランジロックナット 5/16 インチ を使用する。

4. クレードルを下位置にセットする。

エエエダダダクククタタタをををスススプププレレレーーーヤヤヤににに組みみみ付けけけるるる
1. エダクタ取り付けプレートの穴を、クレードルサ

ポートフレームのスロットに合わせる 図 23。

注締結具は、エダクタを最初に移動位置にセット
したときに一緒に移動できる程度に仮止めとして
おいてください。そうすれば、エダクタの移動と整
列の調整ができます。

g023128

図 23

1. ボルト⅜ x 1" 4. エダクタアセンブリ取り付
け穴

2. バックブレート 5. エダクタアセンブリ取り付
けプレート

3. フランジ付き鋸歯ナット⅜"

2. ボルト 4 本3/8 x 1 インチとロックナット3/8 イン
チで、エダクタを取り付ける。

注 この時点ではまだボルトの本締めを行わな
いでください。

3. 以下の要領で、クレードル・アセンブリに入って
いるエダクタを注意深く持ち上げて移動位置に
セットする

A. ハンドル下部を持ってエダクタを持ち上げな
がら少しタンク側に倒す。

B. クロスバーの下にトングを通す溶接されてい
るタブがフレーム・アセンブリの上部にくるよ
うに。

C. 次に、アセンブリをタンク側に動かしてスプリ
ングクリップとフレーム下部の大きいピボッ
トチューブとを整列させる。

D. そして図 24のように、スプリングクリップを
ピボットチューブにはめる。
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g023129

図 24

1. スプリングクリップ 2. ピボットチューブ

4. クレードルのバックプレート上のエダクタの高さを
点検し、必要に応じて調整する。

5. エダクタをクレードルに固定する締結具の本締
めを行う。

注ボルト・ナットを3645 N·m9.311.8 kg.m = 2733
ft-lbにトルク締めする。

6. 左側ピボットアームの固定ねじ2本を本締めす
る図 18 クレードルアームをサポートフレームに組
み付ける (ページ 10) を参照。

7. タンク固定ベルト上のエダクタアセンブリの全体の
位置を点検する。

注 エダクタは移動位置で真っ直ぐに立っている
ことが必要である。フレームアセンブリの下部の
ロックナットをゆるめてタンクに固定する。ロック
ナットは外さないでください。必要に応じて位置を
調整し、ロックナットを締め付けてください。。ベ
ルトがタンクに確実に固定されていることを確認
してください。

T字フフフィィィッッッテテティィィンンングググとととドドドレレレンンンバババルルルブブブををを組
みみみ付けけけるるる
1. ドレンバルブ用のT字フィッティングのフランジを、

エダクタの前側フランジに合わせる 図 25。

注 ドレンバルブのハンドルが外向きになるよう
に取り付けてください。

g205932

図 25

1. フランジドレンバルブのT字
フィッティング

3. ガスケット

2. フランジクランプ 4. 前側フランジ エダクタ

2. ガスケットとフランジ付きクランプ使って、T字
フィッティングをエダクタに組み付け、クランプ
を手締めする図 25。

6
前ホホホーーースススををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 バルクヘッドフィッティング

1 シール

1 ロックリング

1 キャリッジボルト5/16" x 1"

1 エダクタホースアセンブリ

1 フランジロックナット5/16"

1 リテーナ

1 R クランプ5/16 インチ

1 ガスケット

1 フランジクランプ

タタタンンンクククににに穴ををを開けけけるるる
1. メインタンクの蓋を開けてフィルタバスケットを取り
外す図 26。
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g205920

図 26

2. 図 27 に示されているタンク前部の位置を探し
出す。

注 円の中心にあるドリルマークを探し出す。

g205886

図 27

1. 円形ノコで穴を切る9cm 3. 円鋳込パターン
2. 円の中心にドリルで穴を開

ける

3. 9 cm の円形ノコを使ってマークのところに穴を
切る図 27。

注 バルクヘッドをはめるために、穴を少しだけ拡
大する必要があります。

4. 穴あけが終了したら、穴のエッジ部分のバリなど
をきれいに除去し、また、穴を切る際にタンク内
部に落ちたごみや樹脂の粉を完全に取り除く。

バババルルルクククヘヘヘッッッドドドををを取りりり付けけけるるる
1. バルクヘッドのフィッティングにシールを取り付

ける図 28。

g205887

図 28

1. ロックリング 3. バルクヘッドフィッティング

2. シール

2. 先ほど タンクに穴を開ける (ページ 14)で作った
穴を通して、バルクヘッドフィッティングとシール
を、タンクの内側から取り付ける (図 28)。

3. ロックリングを使ってバルクヘッドをタンクに固定
する図 28。

4. フィルタバスケットを取り付け、液剤タンクのふ
たを閉じる。
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エエエダダダクククタタタホホホーーースススアアアセセセンンンブブブリリリををを取りりり付けけけるるる
1. 液剤タンクの前側固定ベルトを固定しているボル

ト3/8 x 7 インチ 2本、ワッシャ3/8 インチ4枚、
ロックナット 3/8 インチ2個を取り外す図 29。

g205922

図 29

1. ボルト3/8 x 7 インチ 4. キャリッジボルト5/16" x 1"
2. フランジロックナット3/8" 5. 二つ目の穴固定ベルト液

剤タンク
3. ワッシャ3/8"

2. 図 29に示すように、キャリッジボルト (5/16 x 1 イ
ンチ)を固定ベルトの2番目の穴に入れる。

3. 前側の固定ベルトを組み合わせるステップ 1で外
したボルト2本、ワッシャ4枚、ロックナット2個を
使用し、ボルト・ナットは手締めする図 29。

4. エダクタホースアセンブリにRクランプを通す図
30。

g205925

図 30

1. バーブ付き 90°フィッティン
グ

5. バルクヘッドフィッティング

2. エダクタホースアセンブリ 6. Rクランプ5/16 インチ
3. フランジロックナット5/16” 7. キャリッジボルト5/16" x 1"
4. リテーナ

5. エダクタホースアセンブリのバーブ付き 90°フィッ
ティングを、バルクヘッドのフィッティングに取り
付け、バーブ付きフィッティングをバルクヘッドの
フィッティングにリテーナで固定する図 30。

6. キャリッジボルトにRクランプを仮止めし、取り付
け、フランジナット5/16 インチを使用してクラン
プを固定する図 30。

注 フランジナットは、ホースアセンブリの他端の
取り付けが終了した後に締め付けます。

7. エダクタホースアセンブリのバーブ付きストレー
トフィッティングを、エダクタ用のT字フィッティン
グのフランジに組み付け、クランプを手締めす
る図 31。
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g205926

図 31

1. バーブ付きストレートフィッ
ティング (エダクタホースア
センブリ)

3. ガスケット

2. フランジクランプ 4. フランジエダクタアセンブリ
のT字フィッティング

8. エダクタのハンドルを何度か上下動作させて、エ
ダクタが自由に動くことを確認する。

注 必要に応じ、エダクタホースに合わせてRクラ
ンプの位置を調整する図 30。

9. クランプを固定しているフランジロックナット
5/16 インチを 19.7825.42N·m 2.02.6kg.m =
175225in-lbにトルク締めする。

7
給液ホホホーーースススををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 エダクタの給液ホース

1 フランジクランプ

1 ガスケット

1 リテーナ

手順
1. エダクタの給液ホースのバーブ付きストレート

フィッティングを、ガスケットおよびフランジクラン
プと共にフランジに組み付ける図 32。

g205927

図 32

1. フランジ エダクタ 3. フランジクランプ

2. ガスケット 4. バーブ付きストレートフィッ
ティング エダクタ給水ホー
ス

2. エダクタの給液ホースの他端を、ポンプを越えて
エダクタ停止バルブへと導く。

3. エダクタの給液ホースのバーブ付き90°フィッティ
ングを、エダクタ停止バルブの空いているポート
に組み付ける (図 33)。
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g205929

図 33

1. バーブ付き90°フィッティン
グ エダクタの給液ホース

3. リテーナ

2. エダクタ停止バルブ

4. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングを停
止バルブに固定する図 33。

5. エダクタ給液ホースをエダクタに固定しているフ
ランジクランプを締め付ける。

8
取りりり付けけけををを完了すすするるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 吸い込みランスとホース オプション

手順
注 吸い込みランスとホースはオプションです。詳細に
ついては弊社代理店におたずねください。

吸い込みランスとホースは後のために保管する。薬
液プレミックス・キットの使用に関する書類を読み、
読後に保管する。
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運転操作
注意

農薬ははは人体ににに危険ををを及ぼぼぼすすす恐れれれがががあああるるる。
• 農薬ををを使ううう前ににに、農薬容器ににに貼っっってててあああるるるラララベベベ
ルルルをををよよよくくく読みみみ、メメメーーーカカカーーーののの指示ををを全ててて守っっっててて
使用すすするるる。

• スススプププレレレーーーををを皮膚ににに付けけけななないいい。万一付着しししたたた場合
にににははは真水ととと洗剤ででで十分ににに洗いいい落とととすすす。

• 作業にににあああたたたっっってててははは保護ゴゴゴーーーグググルルルなななどどど、メメメーーーカカカーーー
ががが指定すすするるる安全対策ををを必ずずず実行すすするるる。

制御装置

g023137

図 34

1. 蓋 6. タンクホース

2. 給液ホース 7. T 字バルブ
3. ホッパーのバルブ 8. 上ハンドル
4. 移動走行用ストラップ 9. フラッシュバルブ

5. 下ハンドル

蓋
蓋は左に回すと開きます。閉めるときは、蓋を完全に
閉じてから右に回してロックしてください。移動位置に
持ち上げる時には蓋は閉じてロックおかなければい
けません。

ハハハンンンドドドルルルおおおよよよびびび移動走行用ススストトトラララッッップププ
通常は移動走行位置に格納しておき、エダクタを上下
に移動するときにはこれらのハンドルを使います図 34。

ホホホッッッパパパーーーのののバババルルルブブブ

エダクタに入れた薬品を、ホースを通じてメインタンクに
送る時にはこのバルブを使用します。

ボボボトトトルルルリリリンンンススス薬剤容器すすすすすすぎぎぎ
エダクタタンクの内部に薬剤容器のすすぎ口図 35が設
けてあります。薬剤容器が空になったら、容器をさかさ
まにし、容器のフチの部分を使ってリンスの口を押し
て容器の内部を洗ってください。ボトルリンスは、液
剤タンクの液で洗浄されます。空の薬剤容器は、ボ
トルリンスの吐出口から噴出する液剤タンクからの薬
液で洗浄されます。

g023149

図 35

1. ボトルリンス薬剤容器すすぎ

フフフラララッッッシシシュュュバババルルルブブブ

フラッシュバルブ図 34は、エダクタタンクの内部をすす
ぎ洗いするためのバルブです。フラッシュバルブから
出てくる洗浄液は、液剤タンクの液です。フラッシュバ
ルブのハンドルを右に 90°回すと洗浄、左に 90°回す
と洗浄停止となります。
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エエエダダダクククタタタののの上昇ととと下降
エエエダダダクククタタタををを下降さささせせせるるるにににははは
1. エジェクターハンドルを握り、ラッチポストからラッ

チハンドルを引き抜きます。

g029077

図 36

1. ハンドル クレードルの上部 3. ラッチハンドル

2. エダクタのハンドル

g029076

図 37

1. ラッチポスト 2. ラッチハンドル

2. クレードル上部のハンドルとエジェクターハンドル
を握り、スプリングクリップがピボットチューブから
外れるまでエジェクターハンドルを引き出します。

g029079

図 38

1. スプリングクリップ 2. ピボットチューブ

3. エジェクターハンドルを外側かつ下方向に引い
て、バックプレートの内側にあるラッチのフックが
メインサポートフレームアセンブリのラッチロッド
から離れるようにしてください。

g029078

図 39

1. ラッチロッド メインサポート
フレーム

2. ラッチバックプレート

4. エジェクターのハンドルを少し外側に保持しなが
ら、エジェクターを完全に下げてください。

注 エダクタの底部を外側に倒してラッチのフック
をメインサポートフレームの底部のスプリングプ
レートに合わせてください。
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g205963

図 40

5. バックプレートのラッチがスプリングプレートの下
にある場合は、ラッチのフック部分がスプリングプ
レートの後ろに来るように、エジェクターハンドル
を内側に回転させます。

g205964

図 41

1. ラッチのフック 2. スプリングプレート

エエエダダダクククタタタををを上昇さささせせせるるるにににははは
1. エダクタのハンドルの他にエダクタのクレードル上
部のハンドルも握り、ハンドルを外側に引き出す
ようにしてラッチのフック部分をスプリングプレート
の外側に合わせる 図 38 と図 41。

2. エダクタのハンドルを少しずつ外側へ引きながら
エダクタを持ち上げる 図 40。
注 エダクタの上部を機体内側に向けて倒すよう
にして、バックプレートの車体内側にあるラッチを
メインサポートフレームアセンブリのラッチロッド
に合わせる。

3. クレードル上部のハンドルを押し込んで、ラッチ
のフック部分をメインサポートフレームのラッチロッ
ドの後ろに合わせる 図 39。

4. エダクタのハンドルを押し込んでフックをラッチロッ
ドまで上げ、スプリングクリップがピボットチューブ
の周囲に完全に収まるようにする 図 38。

5. ラッチハンドルを引いてラッチポストに止める図
37。

車両ををを停車さささせせせたたた状態ででで薬剤
ををを散布すすするるるととときききにににタタターーーフフフををを焼かかか
ななないいいたたためめめののの注意事項
重要 スススプププレレレーーーヤヤヤををを停止さささせせせたたた状態ででで作業中ににに、エエエンンンジジジ
ンンンやややラララジジジエエエタタターーー、マママフフフラララーーーなななどどどかかからららののの熱ががが原因でででタタターーーフフフ
ををを傷めめめてててしししまままううう可能性がががああありりりままますすす。停止モモモーーードドドとととははは、走
行しししななないいいででで撹拌だだだけけけををを行ううう、ハハハンンンドドドガガガンンンででで手撒きききすすするるる、
歩行型ブブブーーームムムででで手撒きききすすするるるなななどどどををを言いいいままますすす。

これらの場合には以下の注意を守ってください
• 酷暑の時期や極めて乾燥している時期にはターフ
が大きなストレスを受けているので、ターフ上に停
止して散布するのは避けけけるるる。

• 停止モードで作業する時には、ターフの上に停止
しししななないいいよよようううにににする。可能な限り、カートパスなどに
停車する。

• ターフ上に停車する時は、停車時間をををででできききるるるだだだけけけ短
くくくする。ターフへの害は温度と時間の両方が影響
することを忘れないようにする。

• エンジンの回転速度をををででできききるるるだだだけけけ下げげげ、必要最小
限の水圧と水量で作業する。これにより、発熱をで
きるだけ小さくし、また冷却ファンからの熱風をゆる
やかにすることができる。

• 停止モードで作業するときには、エンジンの熱ががが
ででできききるるるだだだけけけ上ににに逃げげげるるるよよようううにににエンジンガード運転席
アセンブリを倒し、車体上部に通風領域を確保す
る。運転席の倒し方については オペレーターズマ
ニュアル を参照のこと。

注 熱の害が心配される場合には、車両の下に防熱ブ
ランケットを敷いてください。ターフスプレーヤ用防熱ブ
ランケットは、トロの代理店で入手することができます。

21
 



エエエダダダクククタタタののの使いいい方
ここで説明する操作手順は、以下の準備ができている
ことを前提としておりますスプレーヤのエンジンが作動
しており、ポンプが作動していて希望する水圧を発生さ
せており、スロットルが中間位置にセットされている。

g206995

図 42

1. 上ハンドル 5. 移動走行用ストラップ
2. フラッシュバルブのノブ 6. 下ハンドル
3. ホッパーバルブのノブ赤 7. T 字バルブ
4. 蓋

エエエダダダクククタタタををを使用すすするるる
注 エダクタの始動前に、エダクタのホッパーバルブとフ
ラッシュバルブを閉じておいてください。

1. 昇降ハンドルを使ってエダクタを下げる図 42。
2. ふたを開けて、内部に異物流れを妨げる可能性

のあるものや薬剤を汚染する可能性のあるものが
ないか調べる図 42。

3. ふたを閉じ、カバーを右に回してふたをロックす
る。

4. エダクタ停止バルブについているハンドルを回し
て開く図 43。
エダクタ内にタンクからの液が流入する。

g207098

図 43

1. ハンドルエダクタ停止バルブ

5. ホッパー下部についているホッパーバルブ赤い
ノブを開く図 42。

6. カバーを左に回してふたのロックを解除し、ふ
たを開ける。
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ホホホッッッパパパーーーににに薬剤原液まままたたたははは粉剤ををを投
入すすするるる
1. エダクタ停止バルブを開く。

2. ホッパーバルブを開く図 42。
3. 必要量の薬剤をホッパーに投入する。

注 薬剤原液や粉剤をホッパーからこぼさない
ように注意する。

4. 必要に応じ、空になった薬剤容器を以下の手
順で洗う

A. 容器をさかさまにして容器の口のヘリの部分
でバルブを押す図 35 ボトルリンス薬剤容器
すすぎ (ページ 19)を参照。
ボトルリンスの吐出口から液が噴出して容器
内部が洗浄される。

B. 容器を持ち上げるとバルブが閉じて洗浄が
終わる。

5. 以下の要領でエダクタのホッパーの洗浄を行う

A. ホッパーのふたを閉じ、カバーを右に回し
てふたをロックする。

B. フラッシュバルブを開いてエダクタ内部を20
秒間すすぎ洗いする図 42。

C. フラッシュバルブを閉じる 図 42。
D. ふたを開け、きれいに洗浄されているか点

検する。

ステップAをBを繰り返して確認を行う。
6. エダクタを上げ、移動走行用ストラップで支え

る図 42。
7. エダクタ停止バルブとホッパーバルブを閉じる
図 42。

吸いいい込みみみ棒オオオプププシシショョョンンンををを使用しししてててののの
薬剤ののの投入
注 棒の吸い込み能力はエダクタの圧力および流量に
よって変わります。圧力を 10.34bar 150 PSIを超えな
い程度に設定するとスムースです。

1. 吸い込み棒の本体部を、ホッパーのドレン部のO
リングシールのところまでエダクタに入れる。

g016600

図 44

1. 吸い込み棒 2. エダクタ

2. 棒の開放側を使って薬剤の袋や容器に穴を開け
て吸い込みやすくする。

3. 吸い込みが終わったら、棒の先端部をバケツに
入ったきれいな水に入れて洗浄する。

4. 棒本体部をエダクタから外し、棒内部に残ってい
る薬剤をホッパー内部に出す。

5. ホッパーバルブ赤いハンドルを閉じる。

エエエダダダクククタタタののの停止手順
1. 全部のバルブを閉じる。

注 最初にホッパーバルブを閉じる。
2. 残っている薬剤をすべて除去する。

3. ホッパーのふたを閉じ、カバーを右に回してふ
たをロックする図 42。

4. 攪拌バルブを全開位置に戻す。

5. エダクタ停止バルブを閉じる図 43 エダクタを使用
する (ページ 22)を参照。

6. エダクタを移動走行位置に戻し、移動走行用スト
ラップで固定する図 42。
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故障探究
問題 考えええららられれれるるる原因 対策

1. フローや水圧がエダクタに十分供給さ
れていない

1. ポンプ速度を上げる攪拌絞りバルブを
閉じる側に回す

2. 出口/入り口ホースが詰まっている 2. 分解して異物を除去する

エダクタの吸い込みが悪い

3. エダクタの出口部分にエルボ付きの
フィッティングなど流れを阻害するもの
がある

3. 柔らかいホース以外は使わず、ホース
は振りながら使用する

1. ボトル洗浄ノズルが詰まっている 1. ノズルの回転部を分解して下側のバル
ブアセンブリから外す水洗いして目詰
まりを除去する

すすぎや洗浄ができない

2. ボトル洗浄用のT字ノズルが詰まって
いる

2. ティーノズルを外して水洗いで詰まりを
除去する

1. フィッティングが破損している 1. フィッティングの割れを点検し、必要に
応じて交換する

フィッティング部分で漏れる

2. ねじ山シールが劣化している 2. ねじ山部分から漏水する場合は、分解
して接合部にシールを巻く。
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